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～実践事例と今後の展望～」



PRI（責任投資原則）署名機関数・資産総額の推移
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（出所）PRI Signatory Update January to March 2023, https://www.unpri.org/download?ac=18691



拡大するESG投資（サステナブル投資）残高（10億＄）
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（出所）Global Sustainable Investment Alliance“Global Sustainable Investment Review（GSIR）2020”

総運用資産に占める割合(%) 27.9 33.4 35.9



日本のESG投資残高の推移

億円

（出所）日本サステナブル投資フォーラム（JSIF） http://www.jsif.jp.net/data

*2014年までは個人投資家向け金融商品残高のみ。2015年より国内機関投資家による投資残高の開示を開始
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情報開示の変化

伊藤レポート3.0「価値協創ガイダンス2.0」（2022/8）

（出所）経済産業省「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス2.0」
https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/ESGguidance.html
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ESG投資家が企業に求める情報とは

「ビジネスモデル」を通じた競争優位の説明
・バリューチェーンにおける差別化

・差別化を支える経営資源・無形資産・ステークホルダーは何か？

・その強化のためにどのような投資（獲得、資源配分、育成等）が必要か？

「ビジネスモデル」の持続可能性

・最大の脅威は、ビジネスモデルの差別化要素（経営資源・無形資産・ス
テークホルダーとの関係）が維持できなくなること

稼ぐ力

・中長期的に社会が直面する重要な社会課題を認識し、自社の成長戦略
に組み込んでいるというロジックが必要

・自社のビジネスモデルの持続可能性／戦略の実現可能性に大きな影響を
及ぼす「社会課題」をどのように説明するか？

マテリアリティ
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SDGsの活用！



ESG投資とSDGs
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（出所）GPIF https://www.gpif.go.jp/investment/esg/#b



地域との接続

 「長期投資の前提として、対象企業のビジネスモデルの長期持続可能性
を知るために非財務情報に着目する」というESG投資のロジックを伝統
的なメインバンクと企業との関係に重ねれば・・・

 真の経営課題を把握し、必要なアドバイスや資金供給を通じて支援す
ることは、自らの事業機会であるのに加え、事業基盤である地域経済
を持続可能な強靱なものにすることを通じて、自らの強化にもつなが
るはず。

 金融政策の要請「財務データや担保・保証に必要以上に依存するこ
となく、取引先企業の事業内容や成長可能性などを適切に評価する
こと（平成26年度金融モニタリング基本方針）」の含意

８

Q ESG投資の拡大は地域の中堅・中小企業に影響するか？



【環境省】ESG地域金融①

９

(出所）環境省「ESG地域金融実践ガイド」
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【環境省】ESG地域金融②

(出所）環境省「ESG地域金融実践ガイド」
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ESG要素を含めた事業性評価による地域経済循環への寄与

（出所）(株)価値総合研究所「地域経済循環分析の手法と実践」



【北海道】
・北海道銀行（2020）
・北洋銀行(2021)

【新潟県】
・第四北越銀行
（2021,2022）

【富山県】
・北陸銀行
（2020）

【福岡県】
・福岡銀行（2019）
・西日本シティ銀行（2019）
・福岡ひびき信用金庫（2021,2022
）

【沖縄県】
・琉球銀行（2023）

【岡山県】
・玉島信用金庫（2021）

【愛媛県】
・伊予銀行（2022）
・愛媛銀行（
2020,2021,2022）

【大阪府】
・大阪信用金庫（2019）

【鳥取県】
・米子信用金庫（2021）

【鹿児島県】
・鹿児島銀行（2019,2023）

【京都府】
・京都信金（2020）
・京都銀行（2021）

【奈良県】
・奈良中央信金（2020）

【滋賀県】
・滋賀銀行
（2019）

【兵庫県】
・みなと銀行（2019）
・尼崎信用金庫（
2022,2023）

【広島県】
・広島銀行(2019, 2021, 
2023）

【秋田県】
・北都銀行（2021）
・秋田県信用組合（
2023）

【静岡県】
・静岡銀行(2022,2023)
・浜松いわた信金（2020）

【山梨県】
・山梨中央銀行（2020）

【長野県】
・八十二銀行（2021）

【栃木県】
・栃木銀行（2019、2020,2021）

【千葉県】
・千葉銀行(2021,2022)

【東京都】
・きらぼし銀行（2020） 
・SMTB（2022）

【愛知県】
・碧南信用金庫（2022）

【岩手県】
・岩手銀行（2020）

【群馬県】
・群馬銀行（2022）
・東和銀行（2019、2020）

【宮城県】
・七十七銀行（2023）

【福井県】
・福井銀行／福邦銀行
（2023）

：ESG地域金融セミナー（全国キャラバン）及び
ESG金融／SDGsビジネスセミナー

ESG地域金融促進事業の実績（2019-2023年度）

（出所）環境省資料を基に作成
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ESG地域金融の事例より

(出所）環境省 https://www.env.go.jp/content/000212808.pdf
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いくつかの共通要素

 「地域資源」の特定とその活用策の模索

 2050年カーボンニュートラルなどGXの進展に伴う地域
経済のトランジションの検討

 事業性評価へのESG要素の取り込みとインパクトへの接続
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地域資源の特定・活用に向けたアクションプラン

(出所）ESG地域金融実践ガイド2.2 https://www.env.go.jp/content/000123150.pdf
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地域経済トランジションの検討

(出所）ESG地域金融実践ガイド2.2 https://www.env.go.jp/content/000123150.pdf
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ESG要素を反映した事業性評価（尼崎信用金庫）

(出所）ESG地域金融実践ガイド3.0事例集 https://www.env.go.jp/content/000212810.pdf

ESG要素を考慮した3種類の事業性評価ツールを開発（対話の契機→簡便な把握→事業性評価への織込
み）し、取引先の伴奏支援を強化。



まとめ
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 長期投資家が期待する「ESG要素」は、企業の競争優位を支えるビジネスモデルの長期的な
持続可能性を確保する戦略。重要なのは、リスクや事業機会となりうる社会課題を自らのビ
ジネスモデルに落とし込む「事業との統合」の視点。企業の情報開示を巡る一連の議論にお
いても、サステナビリティリスクに関する事業リスクの管理と、これを新たな成長機会／収
益機会に結びつける戦略をいかに提示するかが大きな関心事。

 サステナブルファイナンスの主たる担い手として期待されるのが「非財務的価値」に着目
したESG投資。近年急速にメインストリーム化が進み、その中身も、シンプルなネガティ
ブスクリーニングからESGインテグレーション、更にはインパクトへと遷移しつつある。

 こうした動きは地域金融の世界にも波及している。気候変動問題への対応などが地域経済
にもたらす影響を把握し、地域資源を活かす形で課題の解決と取引先企業の事業継続につ
なげる努力は、現在、地域金融機関が取り組んでいる事業性評価融資においても重要なテ
ーマであり、様々な取り組みが進行している。

 国内生産額の1割を占める農林水産業・食品産業を地域資源ととらえ、中長期的にリスク
と機会の両面から持続的な成長を応援するために金融機能を活用しようという農林水産省
の政策は、ESG地域金融を巡るこれまでの議論と極めて整合的。特に、これまで直接の接
点が薄かった農林水産業と地域金融との対話を促す点で、その具体的な深堀ともいえる。
これが奏功すれば、トランジション戦略の地域への落とし込み（ジャスト・トランジショ
ン）、ポジティブインパクトファイナス（PIF）の実践など、足元で広がりつつあるESG
地域金融の役割に新たな側面が加わることになり、期待も大きい。



ご静聴ありがとうございました
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